ヘンザイ スル ワタクシ ヨシフ ブロツキイ ノ シガク ニツイテ by 中村  唯史
遍在する「私」：ヨシフ・ブロツキイの詩学について


























（2） “Post aetatem nostram”, Iosif Brodsky:《Peremena imperii. Stikhotvoreniia 1960-1996》, 
M.,Nezavisimaia Gazeta, 2001, s.185-193. 本稿におけるブロツキイの詩のテキストは以下すべてこの本
に基づき，詩の題名に続く数字はこの本のページを示す。また“Post aetatem nostram”の日本語訳と注釈
は，岩本和久「ブロツキー Post aetatem nostram」『20世紀ロシア・ソビエト文学におけるユートピアと
アンチ・ユートピア（平成４ ・５年度科学研究費補助金（一般研究Ｂ）による研究報告書：研究課題番号
04451088）』（1994）177-197頁を参照のこと。ただし本稿では，文脈に合わせて訳文を一部訂正している。
（3） “Kolybel’naia Treskogo Mysa”, s.282-292. 日本語テキストは「特集ヨシフ・ブロツキー」『中央公論
文芸特集』1991年春季号、10-71頁所収の沼野充義訳による。































（5） Lotman Iu.M. (sovmestno s M. Iu. Lotmanom), <Mezhdu vessh’iu i pustotoi (Iz nabliudenii nad 
poetikoi sbornika Iosifa Brodskogo 《Uraniia》)>, 1990. Lotman Iu. M.: 《Izbrannye stat’i v trekh 
































（6） Lotman, tam zhe.
（7） ロトマンのこの志向に，彼のほとんど生理的ともいえるような，形而上に対する違和を見ることができ
よう。
（8） David MacFadyen: 《Joseph Brodsky and the Baroque》, McGill-Queen’s Univ. Press. 1999. と く
にpp. 95-127.
（9） “Polden’v komnate”, s.309-315. 
成する16篇の十二行詩は，上記の主題群によってたがいに強く結びついている。たしかにこの
作品は，生前の詩人自身が編集に深く関与し，英訳本の決定版と見なされている《Collected 





























（10） Joseph Brodsky: 《Collected Poems in English》, Farrar, Straus and Giroux, 2000.
（11） Joseph Brodsky, “Less Than One”/“A Guide to a Renamed City”, 《Less Than One: Selected Essays》, 































































































































































































































































































（16） “Pen’e bez muzyki”, s.176-183. 日本語テキストは前掲『現代ロシア文学作品集』12号，７-11頁によ
る。ただし本稿では訳文を一部訂正している。
（17） と く に David M. Bethea,《Joseph Brodsky and the creation of exile》, Princeton Univ. Press, 
































































































































































































（22） 前掲<Nobelevskaia lektsiia>, s.468. 前掲『私人：ノーベル賞講演』15-16頁。
（23） “Fin de si  cle”, s.486-490. 日本語テキストは前掲『私人』解説中の沼野充義訳による。
　この詩句が書かれてから７年後の1996年１月，『部屋のなかの正午』の「私」が凝固して輪
郭と化したそのように，ブロツキイは一人称単数形であることを止めた。詩人が「無」に帰し
たと言うことはたやすいし，それはまた正確な表現でもあるだろう。だがその「無」は遍在し
ているのか。それとも完全なる非在だろうか。
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